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（
救
命
艇
手
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

第
四
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
救
命
艇
手
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
救

命
艇
手
規
則
」
と
い
う
。）第
七
条
第
四
号
ホ
の
認
定
を
受
け
て
い
る
講
習
は
、
第
四
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起

算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
救
命
艇
手
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
新

救
命
艇
手
規
則
」
と
い
う
。）第
七
条
第
四
号
ホ
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な
す
。

２

第
四
条
の
規
定
の
施
行
の
施
行
前
に
受
講
し
た
旧
救
命
艇
手
規
則
第
七
条
第
四
号
ホ
の
認
定
を
受
け
た
講
習
は
、

新
救
命
艇
手
規
則
第
七
条
第
四
号
ホ
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な
す
。

（
海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
九
条

第
八
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
海
防
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
十
二
条
の
二
の
六
の
指
定
を
受

け
て
い
る
講
習
の
う
ち
、
独
立
行
政
法
人
海
上
災
害
防
止
セ
ン
タ
ー
又
は
財
団
法
人
日
本
船
員
福
利
雇
用
促
進
セ
ン

タ
ー
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
ま
で

の
間
は
、
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
海
洋
汚
染
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
新
海
防
法
施
行
規
則
」と
い
う
。）第
十
二
条
の
二
の
六
第
一
号
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な
す
。

２

第
八
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
第
十
二
条
の
二
の
六
の
指
定
を
受
け
て
い
る
講
習
で
あ
っ
て
船
員
災
害
防
止
協

会
、
財
団
法
人
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会
、
財
団
法
人
尾
道
海
技
学
院
、
財
団
法
人
関
門
海
技
協
会
若
し
く
は
財
団

法
人
日
本
船
員
福
利
雇
用
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も
の
又
は
独
立
行
政
法
人
海
上
災
害
防
止
セ
ン
タ
ー
に
よ

り
実
施
さ
れ
る
海
上
防
災
訓
練
標
準
コ
ー
ス
、
海
上
防
災
訓
練
指
揮
運
用
コ
ー
ス
若
し
く
は
有
害
物
質
コ
ー
ス
に
つ

い
て
は
、
第
八
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
新
海
防
法
施
行
規
則
第
十

二
条
の
二
の
六
第
二
号
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な
す
。

３

第
八
条
の
規
定
の
施
行
前
に
受
講
し
た
旧
海
防
法
施
行
規
則
第
十
二
条
の
二
の
六
の
指
定
を
受
け
た
講
習
で
あ
っ

て
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
は
、
新
海
防
法
施
行
規
則
第
十
二
条
の
二
の
六
第
一
号
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な

す
。

４

第
八
条
の
規
定
の
施
行
前
に
受
講
し
た
旧
海
防
法
施
行
規
則
第
十
二
条
の
二
の
六
の
指
定
を
受
け
た
講
習
で
あ
っ

て
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
は
、
新
海
防
法
施
行
規
則
第
十
二
条
の
二
の
六
第
二
号
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な

す
。

（
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

第
五
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
旧
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
」
と
い
う
。）第
十
二
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
て
い
る
者
は
、
第
五

条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
指
定
自

動
車
整
備
事
業
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
」
と
い
う
。）第
十
二
条
の
登
録
を

受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

２

第
五
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
旧
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
第
十
二
条
第
一
項
の
指
定
を
受
け
て
い
る
者
が

行
う
校
正
を
受
け
た
者
は
、
新
指
定
自
動
車
整
備
事
業
規
則
第
十
二
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
校
正
を

受
け
て
い
る
者
と
み
な
す
。

３

旧
指
定
自
動
車
整
備
規
則
第
三
号
様
式
及
び
第
四
号
様
式
に
よ
る
指
定
整
備
記
録
簿
は
、
第
五
条
の
規
定
に
よ
る

改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
七
条

第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
次
項
に
お
い

て
「
旧
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
」
と
い
う
。）第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
認
定
又
は
第
二
十
八
条
第
一
項
の
認
定
を

受
け
て
い
る
講
習
は
、
第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第

六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
次
項
に
お
い
て「
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
」と
い
う
。）

第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録
又
は
第
二
十
八
条
第
二
項
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な
す
。

２

第
六
条
の
規
定
の
施
行
の
施
行
前
に
受
講
し
た
旧
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
三
条
第
二
項
第
一
号
の
認
定
又
は

第
二
十
八
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
講
習
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
船
員
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
三
条
第
二
項
第
一
号
の

登
録
又
は
第
二
十
八
条
第
二
項
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な
す
。

（
小
型
船
造
船
業
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条

第
七
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
小
型
船
造
船
業
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お

い
て
「
旧
小
型
船
造
船
業
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
同
条
第
二
項
第
二

号
の
指
定
を
受
け
て
い
る
講
習
は
、
第
七
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、

第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
小
型
船
造
船
業
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て「
新
小
型
船
造
船
業
法
施
行
規
則
」

と
い
う
。）第
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
並
び
に
同
条
第
二
項
第
二
号
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な
す
。

２

第
七
条
の
規
定
の
施
行
の
施
行
前
に
受
講
し
た
旧
小
型
船
造
船
業
法
施
行
規
則
第
九
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三

号
並
び
に
同
条
第
二
項
第
二
号
の
指
定
を
受
け
た
講
習
は
、
新
小
型
船
造
船
業
法
施
行
規
則
第
九
条
第
一
項
第
二
号

及
び
第
三
号
並
び
に
同
条
第
二
項
第
二
号
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な
す
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
船
員
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
旧
船
員
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
九
号
表
第
一
号
２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
講
習
の
う
ち
、
独
立
行
政
法
人

海
上
災
害
防
止
セ
ン
タ
ー
又
は
財
団
法
人
日
本
船
員
福
利
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
第
一
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
船
員
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
船
員
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
九
号
表
第
一
号
２
\
の
登
録

を
受
け
た
講
習
と
み
な
す
。

２

第
一
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
旧
船
員
法
施
行
規
則
第
九
号
表
第
一
号
２
の
認
定
を
受
け
て
い
る
講
習
の
う

ち
、
船
員
災
害
防
止
協
会
、
財
団
法
人
日
本
船
舶
職
員
養
成
協
会
、
財
団
法
人
尾
道
海
技
学
院
、
財
団
法
人
関
門
海

技
協
会
、
日
本
タ
ン
カ
ー
協
会
若
し
く
は
財
団
法
人
日
本
船
員
福
利
雇
用
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
も
の
又
は

独
立
行
政
法
人
海
上
災
害
防
止
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
海
上
防
災
訓
練
標
準
コ
ー
ス
若
し
く
は
海
上
防
災
訓

練
指
揮
運
用
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、

新
船
員
法
施
行
規
則
第
九
号
表
第
一
号
２
]
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な
す
。

３

第
一
条
の
規
定
の
施
行
前
に
受
講
し
た
旧
船
員
法
施
行
規
則
第
九
号
表
第
一
号
２
の
認
定
を
受
け
た
講
習
で
あ
っ

て
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
は
、
新
船
員
法
施
行
規
則
第
九
号
表
第
一
号
２
\
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な
す
。

４

第
一
条
の
規
定
の
施
行
前
に
受
講
し
た
旧
船
員
法
施
行
規
則
第
九
号
表
第
一
号
２
の
認
定
を
受
け
た
講
習
で
あ
っ

て
第
二
項
に
規
定
す
る
も
の
は
、
新
船
員
法
施
行
規
則
第
九
号
表
第
一
号
２
]
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な
す
。

（
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お

い
て
「
旧
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
三
十
六
条
第
七
項
第
三
号
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
は
、
第

二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
道
路

運
送
車
両
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
新
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）第
三
十
六
条
第
七
項
第
三

号
の
登
録
を
受
け
て
い
る
も
の
と
み
な
す
。

２

第
二
条
の
規
定
の
施
行
前
に
交
付
さ
れ
た
旧
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
第
七
項
第
三
号
の
規
定
に

よ
る
書
面
は
、
新
道
路
運
送
車
両
法
施
行
規
則
第
三
十
六
条
第
七
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
書
面
と
み
な
す
。

（
船
舶
に
乗
り
組
む
医
師
及
び
衛
生
管
理
者
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
三
条
の
規
定
の
施
行
の
際
現
に
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
舶
に
乗
り
組
む
医
師
及
び
衛
生
管
理
者

に
関
す
る
省
令
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
船
舶
に
乗
り
組
む
医
師
及
び
衛
生
管
理
者
に
関
す
る
省
令
」
と
い
う
。）第
一

条
第
二
項
第
一
号
の
認
定
又
は
第
十
二
条
第
八
号
の
認
定
を
受
け
て
い
る
講
習
は
、
第
三
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か

ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
ま
で
の
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
舶
に
乗
り
組
む
医
師

及
び
衛
生
管
理
者
に
関
す
る
省
令
（
次
項
に
お
い
て「
新
船
舶
に
乗
り
組
む
医
師
及
び
衛
生
管
理
者
に
関
す
る
省
令
」

と
い
う
。）第
一
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録
又
は
第
十
二
条
第
八
号
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な
す
。

２

第
三
条
の
規
定
の
施
行
前
に
受
講
し
た
旧
船
舶
に
乗
り
組
む
医
師
及
び
衛
生
管
理
者
に
関
す
る
省
令
第
一
条
第
二

項
第
一
号
の
認
定
又
は
第
十
二
条
第
八
号
の
認
定
を
受
け
た
講
習
は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
船
舶
に
乗
り
組
む
医
師
及
び
衛

生
管
理
者
に
関
す
る
省
令
第
一
条
第
二
項
第
一
号
の
登
録
又
は
第
十
二
条
第
八
号
の
登
録
を
受
け
た
講
習
と
み
な

す
。
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